
令和６年度　第４回号

　２月 19 日（水）に，第４回学校運営協議会が行われました。今回，そこで話し合われ
  た内容をお知らせします。

今回行われた内容は・・・。  
 協　議 　最初に，授業・施設参観を行い，意

１　授業・施設参観の感想について 見交換を行った後，教頭先生の方から，
 ２　２学期の学校評価について 本校の２学期の学校評価や子供たちの

 ３　学校の１年を振り返って アンケート，１年間をとおした学力，
４　次年度の学校運営協議会の取組について 道徳に関する意識，いじめの認知件数，

 ５　委員の皆様より　１年を振り返って 保健・体育面等に関すること等，これ
 ６　松山地区学校の在り方検討会より までのアンケートやデータを基に話を

 ７　スクールガード・リーダーについて していただきました。
 ※　２～３については，紙面の都合上省略させていただきます。

１　授業・施設参観の感想について 
○ 　 手洗 い 場の 改 修が 必 要。 ス テン レ ス化 へ 。  
○ 　 校舎 つ なぎ 目 の雨 漏 りの 改 修。  
○ 　 書写 で はき れ いな 字 を書 い てい る 。 　 　  
○ 　 元気 が あっ て いい 。  
○ 　 学 校 の 在 り 方 検 討 会 で ， 一 貫 校 の 話 も あ る が
　 そ れ ら も 見 越 し て で き る と こ ろ は や ら な け れ ば
　 な らな い と思 う 。  
○ 　 子供 た ちは ず いぶ ん おと な しい 。 学校 で は落 ち 着い て 生 活し て いる 。  
○ 　 道 徳 の 授 業 で は 意 見 や 発 表 を よ く し て い る 。 よ く 考 え て い る 。 ど の 授 業 で
　もこの時間に何をするのかが明確にされた授業を行っている。 
２　次年度の学校運営協議会の取組について 
 (1  )　意見交換
○　昔は危険なことは，先輩に教えてもらっていたが，今の時代それはない。 
○　自分たちがＰＴＡの頃は，学級ＰＴＡに参加する度に，「学校は躾をするところでは
　なく，躾は家庭でするものだ」と言ってきた。最初の頃は，若い親から批判的な目で見
　られていたが，徐々に理解してくれるようになった。 
○　子供たちが夕方遊んでいたときに，私と一緒にいたＰＴＡの先輩から，「子供たちは
　帰らなくていいのか」と聞かれ，現役ＰＴＡの私も分かっていなかった帰宅時刻を教え
　ていただいた。そうやって教えていただけるのはとてもありがたい。 
○　子供たちがサッカーをしていて，ボールが道路に飛び出してきた。それを見て，子供
　たちに「ボールが道路に出ないような遊び方をするように」と冗談交じりに注意した。
　すると，子供たちは全員で謝りに来て，その後，自分たちで遊び方を考えて遊ぶように
　なった。ちょっとの声かけで，子供たちは変わった。 
○　保育園の頃から，地域行事に参加することが当たり前という感覚をつけなければなら
　ないと考えている。 



○　地域行事があるときには，保育園にも声かけをしてほしい。 
○　地域コミュニティ協議会の会長も学校運営協議会のメンバーとして出席しているので
　地域コミュニティ協議会の青年部の方でも呼びかけを行い，地域のコミュニティ協議会
　でも意識付けをしてもらいたい。 
 (2  )　次年度の取組について　熟議の結果・・・
      泰野校区で次のことに取り組んでいただこうと決まりました。

泰野校区の地域の皆で，マナーやルールを守る声かけをする。
    　マナーやルールを守る等ができないようであれば，学校だけ，保護者だけ，学校運
　　営協議会のメンバーだけでなく，泰野校区の地域の皆で，子供たちにマナーやルール
　　を守る声かけをする。泰野校区だからこそできる取組である。 
　　　どんな声かけをすればいいのか，具体的な声かけ項目については，次回（来年度）
　　の学校運営協議会で検討していく。 
　　　その内容や取組を，学校運営協議会便りで地域にも周知するとともに，年度当初の
　　地域コミュニティ協議会の「定期総会」で自治会長に周知するとともに，地域コミュ
　　ニティ協議会が行う「学校との連絡会」で校長が周知するようにする。 
３　委員の皆様より　１年を振り返って 
○　運動会の時期の変更等，これまでの固
　定概念から時代に即した形になった。子
　供たちのために，これまでの固定概念か
　ら，時代に即した形を学校から発信して
　いただきたい。 
○　様々な変化がある時期。保護者も変わ
　っていく中で，やりにくいところもあると思うが，できることをやっていきたい。 
○　学校の現状を教えていただき，真剣に話をしていただきありがたい。 
○　学校運営協議会で活発な意見を聞かせてもらって勉強になった。 
○　子供たちが楽しそうに元気よく遊ぶ姿に元気をもらう。 
○　学校と地域のコミュニティ協議会との連携を更に密にとっていけたらと思う。 
○　学校運営協議会に関わらせてもらい，子供たちや先生方，学校を身近に感じる。泰野
　小学校が「こうなればいい」と思いながら子供たちと接してきた。 
４　松山地区学校の在り方検討会より 
○　保育園の保護者に納得してもらうことが大切。　 
○　後方支援はするのでこのまま進めてほしい。 
○　できるだけ早く，一年でも早く統合してほしい。校舎も老朽化している。 
○　小規模校を否定するわけではないが，社会に出て多くの人と複雑な人間関係をしてい
　かなければならなくなる。多くの人の中で学べるよう統合してほしい。中１ギャップ，
　高１ギャップにならぬよう。 
○　泰野は，昔からこのような話をしてきて，統合を当たり前のように思っている。将来
　の子供たちのことを考えてほしい。 
○　教科担任の先生が，専門的なことを教えてくれる環境を早く取り入れてほしい。 
○　保護者の負担を減らすために，行事をしない保育園も増えてきている。本園はそうで
　はないが。しかし，保育園がそうなってしまうと，小学校になったときに，行事が多い
　と感じる保護者も増えるのではないか。 
５　スクールガード・リーダーについて 
　　スクールガード・リーダーも高齢化が進み，勇退された方もいるため，スクールガー
　ド・リーダーの後継者を探していく必要がある。






